
建物・設備の老朽化により大規模修繕か建替えかの決断時期。事業はこうして始まった 

建替え前の建物は昭和 42年に建てられた 6階建て、1、2階に商業施設「みなみマート」を抱いた 

借地権付きマンションでした。築年数を経て建物・設備の老朽化の問題がありましたので、住民、店舗、

地権者の士気が高まり、平成 16 年、「建替え検討委員会」を発足。足掛け 12 年に及ぶ事業が始まりま

した。 

時間をかけた結果の１００％合意 

区分所有者に向けて建替えの是非を問うアンケートの結果 

は賛成多数でした。しかし、反対意見もあり、これについて 

は時間をかけて話し合い、建替決議後の手続きまで含めると 

最終的には 100％同意により事業を進めることができました。 

 建替え決議までにはさまざまな問題がありましたが事業協 

力者（後の参加組合員）の協力、ときには専門家からの指導 

をいただき、問題解決していきました。総合設計制度※1を利 

用した高さ制限の緩和やカーシェアリング導入による駐車場 

付置義務の緩和、融資制度※2の適用を受け、さらに免震構造 

採用による地域防災強化への貢献などを行いました。 

多くの協力があって成功する建替事業 

建替え検討委員会の発足から 8 年をかけて建替え決議となっ 

たわけですが、ここにいたるには組合員のみならず底地権者、 

近隣の協力があったことも忘れてはなりません。 

時間はかかりましたが、 

組合員にとって、また地 

域の方々にとって愛着の 

あった建物が、次の時代 

に即したすばらしい建物 

に生まれ変わったことを 

喜んでいます。建替えて 

よかったと心から思って 

おります。 

 

 

   

 

建物の老朽化、テナントの撤退。

事業はこうして始まった 

建替え前の建物は昭和 42年に建てら

れた 6階建て、1、2階に商業施設「み

なみマート」を抱いた借地権付きマ

ンションでした。築年数を経て建物

の老朽化とともに「みなみマート」

の賑わいも陰りを見せ、空き店舗も

目立つようになってきました。借地

権の期限が見えたのを機に平成 16

年、「建替え検討委員会」を発足。

足掛け 12年に及ぶ事業が始まりまし

た。 

反対者・資金繰り。問題が次か

ら次へと発生 

まず行ったのは区分所有者に向けて

のアンケート調査です。 

賛成多数の中、やはり反対意見もあ

りましたが、時間をかけ 

た話し合いの結果 100％の賛成を得

ることができました。 

次に不安となる資金問題には高齢者

向け返済制度の活用を説 

明。建替え組合設立後には、建築費

の高騰、高さ制限の問題・ 

駐車場の附置義務等の問題が発生し

ました。 

参加組合員（相鉄不動産）の提

案で問題を解決 

これらの問題ひとつひとつを参加組

合員でもある相鉄不動産とともに 

解決していきました。市役所や金融

機関には提案された「総合設計制度」

により高さ制限の 

緩和やカーシェアリングの導入によ

る駐車場の付置義務台数緩和、さ 

らには免震構造採用による地域防災

強化への貢献などもでき、スムー 

ズに事業を進めていくことができま

茅ヶ崎駅前分譲マンション建替組合理事長・庭屋惠一様に聞く 

<グレーシア茅ヶ崎＞に生まれ変わった 

「茅ヶ崎駅前分譲マンション建替事業」の場合 

 

昭和 42年建築当時は、木造中心の街並みの中、住戸

から湘南の海や富士山が一望できるマンションは羨望

の的だった。 

 

明るいエントランスはセキュリティも万全 地上 14階建てのマンションは 

茅ヶ崎駅南口の新たなランドマークとなった 

※1 総 合 設 計 制 度： 都市計画で定められた制限に対して、建築基準法で特例的に緩和を認める制度の一つです。 

※2 高齢者向け返済制度： 毎月の返済は利息のみとし、借入金の元金は申込人が亡くなられた時にご返済いただく制度です。（一例） 

 

 

【建替前】 

【建替後】 


